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とを確かめた｡ また曳網中, 船が転だする場合については, 航跡と身禍の追従曲線とが一致せず, 網は航






ブリティシユ ･ コロンビア型の中層曳網では拡網板の上下端に直角平衡板が取り付けられているが, こ
れの作用について詳しい実験的研究を行なった結果, 平衡板は板の揚力を増すことについては目立った効
果を示さないが, 操作中安定性を増すことに寄与していることが推定された｡








いて力学的に研究し, 大きな成果を得た｡ 本研究で採用している方法は, 実用上の立場から, 近似法では
あるが, 厳密解が得られている場合にはこれと比較し, そうでない場合には模型実験によってその精度を
確かめ, 実用上十分の精度であることを確認している｡





にあるが, 中層曳網の 場合は動作の安定ということがきわめて重要で あることを実験的に 明らかにして
いる｡
以上のように本論文は中層曳網について, 理論的 ･実験的に詳しい研究を展開したもので, 漁具力学に
寄与するところが大きい｡
よって, 本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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